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近
年
、
江
差
追
分
全
国
大
会
は
追
分
の
関
係
者

だ
け
の
大
会
だ
、
と
か
会
場
に
は
追
分
会
の
会
員

と
職
員
以
外
の
町
民
の
姿
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
、
或
い
は
江
差
町
民
は
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

て
く
る
人
々
を
歓
迎
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
更

に
は
開
催
町
と
し
て
宿
泊
施
設
を
ど
の
よ
う
に
考

江
差
追
分
全
国
大
会
を
支
え
る
民
活

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
言
う
話
を
耳
に

す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

確
か
に
言
わ
れ
る
事
は
間
違
っ
て
は
い
な
い
し
、

追
分
関
係
者
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
解

決
し
て
い
く
か
を
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

　

全
国
大
会
を
始
め
た
頃
、
出
場
者
一
人
ひ
と
り

の
唄
に
一
喜
一
憂
し
て
声
援
を
送
っ
た
町
民
の
足

が
最
近
は
な
ぜ
遠
の
い
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　
「
江
差
の
観
客
は
凄
い
、
ま
る
で
客
席
が
審
査
し

て
い
る
よ
う
だ
。」
さ
す
が
本
場
の
追
分
は
違
う
、

と
全
国
に
感
動
を
呼
び
起
こ
し
た
の
は
追
分
を
愛

し
た
町
民
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

町
民
が
遠
の
い
た
の
は
何
と
も
淋
し
い
。

　

し
か
し
、
江
差
の
町
民
が
追
分
や
全
国
大
会
に

全
く
無
関
心
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

　

町
民
参
加
の
追
分
踊
り
パ
レ
ー
ド
を
立
ち
上
げ

て
三
年
に
な
る
。

　

会
場
で
地
元
物
産
や
食
事
を
提
供
す
る
売
店
、

接
偶
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
続
け
ら
れ
て
い
る
し
、

宿
泊
施
設
を
提
供
す
る
企
業
も
あ
る
。

　

目
立
た
な
い
が
個
人
同
志
の
交
流
も
随
所
に
見

受
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
追
分
を
愛
す
る
町
民
が
全
国
大

会
の
場
で
全
国
か
ら
集
ま
る
会
員
と
交
流
す
れ
ば
、

も
っ
と
素
晴
ら
し
い
大
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

三
年
後
に
は
、
半
世
紀
、
五
十
回
の
記
念
大
会

を
迎
え
る
。
近
年
の
人
口
の
減
少
や
不
況
の
中
で

宿
泊
施
設
等
は
簡
単
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
無
理

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
、
個
人
住
宅
の
空
き
部
屋

の
開
放
、
追
分
会
会
員
に
よ
る
民
泊
、
会
社
や
団

体
所
有
の
寮
や
宿
泊
施
設
の
開
放
、
或
い
は
町
民

と
大
会
参
加
者
と
の
交
流
の
場
の
設
定
等
が
町
民

に
よ
っ
て
行
わ
れ
れ
ば
、
五
十
回
記
念
大
会
は
も

と
よ
り
、
江
差
追
分
が
こ
れ
か
ら
も
町
の
活
力
に

な
っ
て
行
く
の
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ひ
と
つ
の
民
謡
で
五
十
回
を
迎
え
る
大
会
は
江

差
追
分
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
財
産
が

あ
る
本
場
で
生
活
し
て
い
る
町
民
は
幸
せ
だ
と
思

う
し
、
こ
れ
を
次
世
代
に
引
継
い
で
行
く
の
も
町

民
の
任
務
で
あ
り
責
任
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

掛
け
替
え
の
な
い
追
分
文
化
を
次
世
代
に
引
継
ぐ
に

は
町
民
の
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
は
欠
か
せ
な
い
。

（
学
芸
部
門
）



第
四
十
七
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江
差
追
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全
国
大
会
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熟
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第
四
十
七
回
江
差
追
分
全
国
大
会
は
、
九

月
十
八
日
よ
り
三
日
間
に
わ
た
り
江
差
町
文

化
会
館
で
行
わ
れ
、
一
般
・
熟
年
・
少
年
大

会
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
日
本
一
を
競
い
あ
っ

た
。

　

今
回
の
出
場
者
は
一
般
一
八
七
名
、
熟
年

一
六
四
名
、
少
年
五
六
名
、
総
数
四
〇
七
名

で
、
出
場
者
の
高
齢
化
に
よ
り
熟
年
部
門
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。
本
大
会
よ
り
熟
年
出

場
年
齢
が
六
十
六
歳
に
繰
上
げ
ら
れ
、
毎
年

順
次
繰
上
げ
五
年
後
に
は
七
十
歳
か
ら
に
引

上
げ
ら
れ
る
。

　

今
年
は
熟
年
大
会
決
選
枠
も
五
名
増
の

二
十
五
名
に
増
員
さ
れ
た
。

　

大
会
で
最
も
注
目
を
集
め
る
一
般
部
門
優

勝
は
小
樽
の
日
和
義
貴
さ
ん
（
三
一
歳
）
が

栄
冠
に
輝
く
快
挙
を
な
し
と
げ
た
。
熟
年
優

勝
は
江
差
の
小
梅
洋
子
さ
ん
（
六
七
歳
）、

少
年
優
勝
は
大
阪
の
植
田
玲
奈
さ
ん
（
一
五

歳
）
が
そ
れ
ぞ
れ
な
し
と
げ
た
。

　

一
般
優
勝
の
日
和
さ
ん
は
昨
年
の
準
優
勝

か
ら
一
気
の
勢
い
で
優
勝
に
漕
ぎ
つ
け
た
。

　

熟
年
優
勝
の
小
梅
さ
ん
は
地
元
町
支
部
で

一
般
入
賞
実
績
の
ベ
テ
ラ
ン
で
熟
年
で
優
勝

を
飾
る
。

　

少
年
部
門
で
優
勝
の
植
田
玲
奈
さ
ん
は
道

外
と
い
う
遠
隔
の
ハ
ン
デ
を
克
服
し
て
少
年

本
州
勢
と
し
て
初
の
快
挙
を
な
し
と
げ
た
。

　

各
部
門
入
賞
者
は
別
掲
の
の
と
お
り
。

　

本
大
会
の
総
評
を
佐
藤
雅
昭
審
査
室
長

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
函
館
放
送
部
長
）
は
「
大
会
で
は

追
分
の
真
髄
を
歌
い
あ
げ
る
こ
と
が
最
も

大
事
で
唄
と
ソ
イ
掛
け
、
尺
八
が
一
体
で

あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
」
と
講
評
し
た
。

　

出
場
者
が
高
齢
化
傾
向
の
半
面
、
一
般

部
門
入
賞
十
位
の
う
ち
、
八
人
が
三
十
代

以
下
の
若
年
層
が
占
め
て
い
る
。
若
さ
の

声
量
が
優
位
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

　

江
差
追
分
の
奥
深
い
魅
力
に
惹
か
れ
九

州
か
ら
数
回
江
差
を
訪
れ
て
い
る
と
い
う

七
十
代
の
男
性
は
「
最
近
の
入
賞
者
の
唄

に
は
、
波
と
か
風
の
よ
う
な
土
地
の
香
り

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
ー
」
と
話
し
て
い
た
。
追
分
は

聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
心
に
響
く
唄
で
、
つ
い

江
差
に
来
て
し
ま
う
と
言
っ
て
い
た
。

　

今
大
会
ブ

ラ
ジ
ル
支
部

（
石
川
諭
支
部

長
）
よ
り
出

場
は
、
日
系

三
世
江
田
グ

ス
タ
ー
ヴ
ォ

（
二
三
歳
）。
ベ
ロ
オ
リ
ゾ
ン
テ
市
出
身
、
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
英
語
塾
教
師
、
ア
ニ
メ
声
優

で
働
き
、渡
航
。
日
本
語
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
五
ヶ
国
語
を
話
す
。
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
江
差
追
分
や
日
本
民
謡
を
修

得
の
た
め
自
宅
よ
り
五
〇
〇
キ
ロ
の
距
離

に
あ
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
支
部
に
四
年
通
い
つ

づ
け
た
。
日
本
楽
器
尺
八
、三
味
線
も
習
っ

て
い
る
と
い
う
。「
全
国
大
会
出
場
が
一
番

の
夢
で
在
日
中
に
果
せ
て
感
動
し
て
い
ま

す
」
と
舞
台
で
は
朗
々
と
し
た
力
強
い
歌

い
ぶ
り
で
、
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
拍
手

を
あ
び
た
。

　

祖
父
は
岡
山
県
出
身
で
ル
ー
ツ
を
探
し

て
い
る
と
い
う
。
全
国
大
会
出
場
の
縁
で

「
一
族
に
か
か
わ
り
の
あ
る
江
田
五
月
参
議

院
議
長
に
帰
国
前
面
会
で
き
ま
し
た
」
と

喜
び
の
メ
ー
ル
が
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
届
い
た
。
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ブ
ラ
ジ
ル
三
世
出
場

　

  

江
田
グ
ス
タ
ー
ヴ
ォ

審
査
員
特
別
賞
に
感
動



優　

勝　

日
和　

義
貴
（
31
）
札
幌
南

準
優
勝　

福
士　

優
子
（
34
）
千
歳

三　

位　

西
川　

俊
昭
（
59
）
乙
部
鴎
翔
会

四　

位　

黒
森
こ
の
み
（
20
）
札
幌
南

五　

位　

杉
本　

武
志
（
35
）
東
京
菊
水
会

六　

位　

大
沢　

理
絵
（
34
）
静
内

七　

位　

新
保
真
智
子
（
31
）
幌
別

八　

位　

間
島　

正
晴
（
37
）
札
幌
白
石

九　

位　

東　

真
喜
子
（
35
）
乙
部
鴎
翔
会

十　

位　

佐
竹　

春
敏
（
56
）
滝
川

い
は
じ
め
て
三
十
五
年
、
歌
う
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
熟
年
大
会
二
回
挑
戦
し
て
見

事
栄
冠
を
手
に
し
た
。

準
優
勝　

小
野
寺
安
喜
（
68
）
東
京
練
馬

三　

位　

榎
本
弥
惣
七
（
74
）
網
走
声
友
会

四　

位　

畠
山　

桂
星
（
66
）
安
平
清
志
会

五　

位　

大
柳　

宣
之
（
68
）
大
阪
金
剛

六　

位　

木
田　
　

弘
（
66
）
札
幌
東
白
石

七　

位　

奈
良
た
か
子
（
68
）
帯
広

八　

位　

菅
井　

妙
子
（
73
）
札
幌
ラ
イ
ラ
ッ
ク
会

九　

位　

細
木　

利
良
（
74
）
大
平
原

十　

位　

本
田　

充
枝
（
70
）
静
内

　

少
年
全
国
大
会
で
は
本
州
勢
と
し
て
道

外
か
ら
初
め
て
の
優
勝
を
飾
る
。

準
優
勝　

田
村
つ
く
し
（
11
）
か
も
め
会

三　

位　

田
村
ひ
よ
り
（
８
）
か
も
め
会

四　

位　

須
藤　
　

栞
（
13
）
菊
水
会

五　

位　

大
木　

風
香
（
10
）
札
幌
白
石

六　

位　

中
島　

弥
生
（
14
）
か
も
め
会

七　

位　

福
田　

花
梨
（
11
）
厚
沢
部
美
和

八　

位　

田
中　

菜
々
（
９
）
菊
声
会

九　

位　

須
藤　

泰
道
（
11
）
菊
水
会

十　

位　

藤
元　

美
沙
（
12
）
旭
川
中
央

　

小
梅
さ
ん
は
全
国
大
会
一
般
か
ら
今
ま

で
二
十
回
以
上
出
場
し
、
一
般
で
四
回
入

賞
実
績
の
あ
る
実
力
者
。
江
差
追
分
を
歌

二
〇
〇
九
年
九
月
二
二
日

北
海
道
新
聞

（3）　2009年11月　No.12

第
四
十
七
回
全
国
大
会

一
般
の
部
入
賞

第
十
三
回
熟
年
全
国
大
会
入
賞

優
勝 

小
梅
洋
子
さ
ん（
六
七
歳
）

江
差
町
声
友
会

第
十
三
回
少
年
全
国
大
会
入
賞

優
勝 

植
田
玲
奈
さ
ん（
一
五
歳
）

大
阪
八
尾
市
大
和
菊
華
会
支
部

町
民
参
加
で
大
会
を
盛
上
げ
る

追
分
踊
り
パ
レ
ー
ド

江
差
追
分
を
応
援
す
る
町
お
こ
し
の
会

「いにしえ街道」をパレードする会員　9月17日
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氷
峠
の
権
現
様
は
」
を
「
江
差
港
の
弁
天

様
は
…
以
下
同
じ
」
に
変
え
た
の
で
あ
る
。

踊
り
の
変
遷

　

江
差
三
下
り
に
は
、
文
化
年
間
か
ら
踊

り
が
振
り
付
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

明
治
初
期
に
江
差
に
来
演
し
た
東
京
春

木
座
の
「
中
村
梅
玉
丞
」
に
よ
っ
て
歌
舞
伎

調
の
優
雅
な
踊
り
に
手
直
し
さ
れ
、
当
時
の

江
差
商
人
と
芸
妓
を
模
し
た
「
道
行
姿
」
の

踊
り
と
な
っ
て
料
亭
等
で
芸
妓
衆
に
よ
っ

て
昭
和
時
代
ま
で
踊
り
継
が
れ
て
き
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
後
半
に
な
っ
て
江
差
町

で
日
本
舞
踊
の
師
匠
を
し
て
い
た
若
柳
吉

富
三
師
（
故
人
）
に
よ
っ
て
若
干
の
手
直

し
の
後
に
現
在
の
踊
り
が
完
成
さ
れ
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　

踊
り
は
現
在
、
江
差
三
下
り
会
員
の
中

の
数
名
の
踊
り
手
に
よ
っ
て
保
存
・
伝
承

さ
れ
て
い
る
。

現
状
と
活
動

　

永
い
歩
み
の
中
か
ら
江
差
三
下
り
は
民

謡
界
で
も
、
あ
る
程
度
認
識
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
よ
り
愛
好
者
も
増
加
し
、
江
差
に

事
務
局
を
置
く
「
江
差
三
下
り
会
」
の
会

員
は
、
全
国
に
百
三
十
名
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
十
一
年
三
月
末
現
在
）

　

し
か
し
、
会
員
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、

滞
在
的
な
三
下
り
フ
ァ
ン
は
相
当
数
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

三
下
り
会
は
、
毎
年
二
月
の
第
三
日
曜

日
に
江
差
町
で
研
修
会
と
総
会
を
開
催
し

て
い
る
が
、
僅
か
二
時
間
程
度
の
研
修
会

と
そ
の
後
の
総
会
・
懇
親
会
の
た
め
に
、

冬
の
寒
い
時
期
に
も
係
わ
ら
ず
、
半
数
近

い
会
員
が
全
国
各
地
か
ら
参
加
し
て
く
れ

て
い
る
。

　

研
修
会
や
総
会
へ
の
参
加
者
が
多
い
こ

と
も
あ
り
、
三
下
り
の
普
及
と
技
術
の
向

上
の
た
め
、
翌
日
（
月
）
に
「
江
差
三
下

り
発
表
大
会
」
と
「
格
付
審
査
会
」
を
開

催
し
て
い
る
。

　

発
表
大
会
や
、
格
付
審
査
を
受
け
る
会

員
も
、
大
半
が
「
江
差
追
分
会
」
の
会
員

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
会
の
入
賞
者
も

な
じ
み
の
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

大
会
最
優
秀
賞
（
優
勝
者
）
は
、

一
回
目
が
本
田
勝
三
氏
（
函
館
市
）

二
回
目
が
萩
原
克
彦
氏
（
江
差
町
）

三
回
目
が
奥
泉
勇
篁
氏
（
札
幌
市
）

四
回
目
が
小
野
寺
安
喜
氏
（
東
京
）で
あ
る
。

　

大
会
出
場
者
は
、
毎
回
二
十
名
か
ら

二
十
五
名
ほ
ど
で
あ
り
、
格
付
審
査
の
受

験
者
も
発
表
大
会
出
場
者
と
同
程
度
で
あ

る
が
、
会
員
の
日
頃
の
努
力
が
顕
著
に
表

れ
、
格
付
の
昇
級
率
は
良
好
で
あ
る
。

今
後
の
課
題

　

江
差
三
下
り
は
、
踊
り
も
含
め
て
、
北

海
道
の
「
無
形
民
俗
文
化
財
」
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
会
員
数
も
百
三
十
名
と
は
言

う
も
の
の
、
ご
他
聞
に
漏
れ
ず
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
歌
い
手
・
踊
り
手
双
方
共

に
指
導
者
も
含
め
た
後
継
者
不
足
は
深
刻

で
あ
る
。

　

ま
た
、
初
心
者
等
に
指
導
す
る
た
め
の

基
本
譜
も
本
年
、
若
干
の
記
号
の
整
理
と

そ
の
呼
称
に
つ
い
て
整
備
し
た
が
、
未
だ

不
備
な
部
分
が
多
い
。

　

し
か
し
、
あ
ま
り
具
体
的
な
も
の
に
し

て
し
ま
う
と
画
一
化
さ
れ
た
「
江
差
三
下

り
」
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当

面
は
現
在
の
基
本
譜
で
指
導
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

発
表
大
会
を
開
催
し
て
四
年
、
来
年
二

月
に
は
第
五
回
目
の
発
表
大
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
発
表
大
会
は
、
全
国
大
会
開
催
の

準
備
期
間
と
し
て
開
催
し
て
き
た
も
の
で

あ
る
が
、
開
催
期
日
や
会
場
、
参
加
者
の

状
況
等
々
早
急
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
来
て
い
る
。（
お
わ
り
）

歌
詞
の
変
遷

　

江
差
三
下
り
の
歌
詞
は
、
昭
和
三
二
年

に
保
存
会
が
結
成
さ
れ
る
ま
で
は
、

一
、
碓
氷
峠
の
権
現
様
は
、
わ
し
が
た
め
に

　
　

は
守
り
神

二
、
心
細
さ
よ
身
は
浮
舟
の
、
だ
れ
も
舵
と

　
　

る
人
も
な
い
。

三
、
文
の
上
書
き
薄
墨
な
れ
ど
、
中
に
恋
路

　
　
（
濃
い
字
）
が
書
い
て
あ
る
。

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
一
章
の
歌
詞
は
、
正
に
中
仙
道
の

碓
氷
峠
を
中
心
と
し
た
馬
子
唄
に
端
を
発

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
一
章
の
歌
詞
だ
け
は
、
江
差

に
あ
っ
た
歌
詞
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結

論
か
ら
、
江
差
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
「
ニ

シ
ン
…
鯡
」
と
深
い
関
係
に
あ
る
鴎
島
の

弁
天
社
、
現
在
は
厳
島
神
社
に
因
ん
で
「
碓

江
差
追
分
の「
母
唄
」
江
差
三
下
り（
下
）

馬
川
政
紀

江
差
追
分
会
副
会
長

江
差
三
下
り
会
幹
事
長



長
唄
・
清
元
ま
で
も
う
ま
れ
た
。
そ
こ
に
は

市し
せ
い井

の
風
景
や
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
情
念

や
感
謝
の
気
持
ち
、
そ
し
て
驚き

ょ
う
ぎ喜
ま
で
う

た
っ
て
い
る
。

　

で
は
我
々
が
愛
す
る
江
差
追
分
は
、
具
体

的
に
ど
う
な
の
か
。
今
回
、
「
歴
世
の
奥

義
・
江
差
う
た
の
源
流
と
そ
の
魅
力
」
と
題

し
て
特
別
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
み

た
。
近
く
て
遠
い
津
軽
と
南
部
地
方
の
さ
ま

ざ
ま
な
民う

た謡
を
聞
き
く
ら
べ
な
が
ら
『
民
謡

の
遺
伝
子
』
み
た
い
な
も
の
を
考
え
て
み
よ

う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
三
部
構
成
。

　

第
一
部
は
優
美
で
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
の

三
下
り
特
集
。
今
か
ら
お
よ
そ
二
二
〇
年

前
、
漁
業
と
商
業
で
栄
え
た
江
差
町
で
は
、

夜
に
な
る
と
三
下
り
の
調
子
に
の
せ
て
馬
子

唄
が
盛
ん
に
う
た
わ
れ
て
い
た
。
〽
江
差

港み
な
との
弁
天
さ
ま
は
、
わ
し
が
為
に
は
守
り

神
。
こ
の
「
江
差
三
下
り
」
は
、
江
差
町
民

の
あ
つ
い
信
仰
心
と
郷
土
愛
、
そ
し
て
夫

婦
・
家
族
・
人
間
愛
を
う
た
っ
た
も
の
。
で

は
、
江
戸
時
代
の
中
頃
、
鯵
ヶ
沢
の
港
か
ら

弘
前
城
下
ま
で
荷
物
を
運
ぶ
駄
賃
つ
け
の
馬

子
た
ち
が
流
し
て
歩
い
た
う
た
を
、
坊
様
や

芸
人
た
ち
が
三
味
線
を
つ
け
た
「
津
軽
三
下

り
」
は
ど
う
な
の
か
。
そ
し
て
、
こ
の
津
軽

三
下
り
が
変
化
し
、
旧
南
部
領
の
お
座
敷
な

ど
で
三
味
線
と
太
鼓
に
あ
わ
せ
て
う
た
う

「
南
部
三
下
り
」
に
民う

た謡
の
遺
伝
子
を
楽
し

ん
で
み
た
。

　

第
二
部
は
「
江
差
追
分
」
。
信
州
中
仙
道

で
生
ま
れ
た
信
濃
追
分
が
越
後
に
伝
わ
り
、

船
頭
や
船
子
の
う
た
う
越
後
追
分
が
北
前
船

で
江
差
に
辿た

ど

り
つ
い
た
。
ニ
シ
ン
場
の
花
街

で
す
で
に
流
行
っ
て
い
た
江
差
三
下
り
と
謙

良
節
、
そ
し
て
越
後
追
分
が
融
合
し
て
江
差

追
分
の
原
形
が
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
原
形
を
作
る
に
あ
た
り
一
番
熱
心
で
活

躍
し
た
の
が
、
座
頭
・
佐
之
市
で
あ
っ
た
。

そ
の
ル
ー
ツ
の
ひ
と
つ
「
津
軽
謙
良
節
」

は
、
三
重
県
の
伊
勢
松
坂
が
越
後
新
発
田
地

方
に
伝
わ
り
、
そ
こ
か
ら
北
前
船
で
運
ば
れ

た
う
た
の
ひ
と
つ
。
一
説
に
よ
る
と
松
崎
謙

良
と
い
う
男
が
奥
州
か
ら
蝦
夷
地
へ
流
浪

の
旅
を
し
な
が

ら
伝
え
た
の
で

謙
良
節
と
名
付

け
ら
れ
た
と
い

う
。
さ
ら
に
、

津
軽
三
大
竹た

け
も
の物

の
ひ
と
つ
「
津

軽
山
唄
」
を
聞

い
て
み
た
。

　

第
三
部

は
、
九
州
熊

本
天あ

ま
く
さ
う
し
ぶ
か

草
牛
深

地
方
に
伝
わ

る
騒
ぎ
歌

「
ハ
ン
ヤ

節
」
が
北
前

船
で
運
ば
れ

て
「
お
け
さ

節
」
、
「
津
軽
あ
い
や
節
」
と
な
り
、
さ
ら

に
北
上
し
て
ニ
シ
ン
場
全
盛
時
代
に
「
江
差

餅
つ
き
囃
子
」
と
発
展
し
た
。
こ
れ
を
メ
イ

ン
に
津
軽
あ
い
や
節
と
南
部
あ
い
や
節
の
三

つ
を
聞
き
く
ら
べ
な
が
ら
検
証
し
て
み
た
。

　

こ
の
特ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

別
企
画
を
見
聞
し
た
観
客
か
ら

“
や
は
り
、
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
良
か
っ

た
ヨ
”
と
賛
辞
を
え
た
の
も
、
始
め
と
終
り

に
し
な
や
か
で
キ
レ
の
あ
る
津
軽
民
謡
手
踊

り
で
、
一
段
と
華
を
そ
え
て
く
れ
た
小
学
四

年
生
の
鈴
木
萌も

か花
ち
ゃ
ん
の
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
と
思
っ
て
い
る
。

　

出
演
者
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
敬
称
略

（
唄
）
佐
藤
信
夫
、
手
倉
森
勝
利
、
房
田
勝

芳
、
萩
原
克
彦
、
間
島
秀
格
、
鈴
木
タ
マ

リ
、
新
保
て
い
子
、
安
澤
望
、
卯
子
沢
裕
美

（
津
三
）
佐
藤
俊
彦
（
三
）
房
田
文
江
、
岩

舘
ま
つ
ゑ
（
太
）
森
田
今
日
子
（
尺
）
山
田

正
明
、
内
村
匡
成
（
他
）
江
差
餅
つ
き
囃
子

保
存
会

　

連
綿
と
つ
づ
く
江
差
追
分
全
国
大
会
で

歌
い
手
の
力
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
た
っ
た

二
十
六
字
の
な
か
に
、
よ
く
ぞ
言こ

と
だ
ま霊

を
こ
め

て
歌
え
る
も
の
だ
と
、
毎
回
感
心
し
て
い

る
。
ま
る
で
魂
の
こ
も
っ
た
神
の
お
告
げ
で

も
あ
り
、
ご
神
託
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
民う

た謡
の
原
点
は
声

し
ょ
う
み
ょ
う

明
・
和
讃

で
、
梵ぼ

ん
ば
い唄

と
も
い
う
。
は
や
い
話
が
、
お
坊

さ
ん
が
語
る
お
経
で
あ
る
。
奈
良
・
平
安
と

つ
づ
き
鎌
倉
時
代
で
は
平
家
琵
琶
に
影
響
を

あ
た
え
、
室
町
時
代
に
は
浄
瑠
璃
や
義
太
夫

な
ど
の
語
り
物
が
う
ま
れ
、
江
戸
時
代
に
は

第
四
十
七
回
江
差
追
分
全
国
大
会
・
特
別
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

　
「
歴
世
の
奥
義
・
江
差
う
た
の
源
流
と
そ
の
魅
力
」

学
芸
部
門
理
事　

高
田　

裕
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小
路
豊
太
郎
碑

　
　
　

建
立
二
十
周
年
記
念
法
要
献
奏

尺
八
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
に

　

追
分
尺
八
の
先
駆
者
と
し
て
著
名
な
鴎
嶋

軒
小
路
豊
太
郎
の
顯
彰
碑
が
建
立
さ
れ
て
か

ら
二
十
周
年
を
記
念
し
、
明
暗
尺
八
道
場
や

追
分
尺
八
の
関
係
者
に
よ
る
追
善
供
養
献
奏

会
が
九
月
二
十
一
日
午
前
十
時
、
鴎
島
の
碑

前
で
行
わ
れ
た
。

　

虚
笠
山
布
袋
軒
関
主
栴
檀
玉
堂
師
を
導
師

に
よ
る
追
善
法
要
に
つ
づ
き
、
明
暗
尺
八
札

幌
道
場
主
井
上
肇
心
師
の
挨
拶
の
後
、
参
集

者
一
行
の
追
善
献
奏
が
行
わ
れ
た
。

　

献
奏
を
終
え
た
明
暗
道
場
の
虚
無
僧
一
行

七
人
が
鴎
島
か
ら
歴
ま
ち
商
店
街
を
虚
無
僧

姿
で
吹
奏
し
、
姥
神
神
社
に
献
奏
し
た
。

　

午
後
に
は
、
町
内
姥
神
町
の
「
壱
番
蔵
」

で
追
善
献
奏
会
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
「
虚
無
僧

と
江
差
追
分
」（
第
二
十
六
回
み
ち
く
さ
コ

ン
サ
ー
ト
）
が
行
わ
れ
た
。
蔵
一
杯
に
詰
め

か
け
た
聴
衆
を
前
に
井
上
肇
心
師
の
「
越
後

三
谷
」（
合
奏
）
と
虚
無
僧
と
江
差
追
分
に

関
す
る
講
話
、
前
川
諭
水
師
の
「
蓬
菜
」、

神
田
可
遊
師
の
「
奥
州
山
谷
」
と
、
日
本
民

謡
協
会
初
代
会
長
浦
本
浙
潮
と
民
謡
に
関
す

る
講
話
、
栴
檀
玉
堂
の
「
布
袋
軒
鈴
慕
」
な

ど
、
数
々
の
秘
曲
と
興
味
深
い
話
題
が
披
露

さ
れ
た
。

　

最
後
に
小
路
流
追
分
尺
八
三
代
目
の
松
本

晃
章
師
が
挨
拶
に
立
た
れ
、
流
祖
追
悼
の
行

事
が
盛
会
裡
に
無
事
終
了
し
た
こ
と
を
謝
す

る
と
共
に
、
近
来
、
次
第
に
曲
節
や
奏
法
に

つ
き
統
制
的
な
動
き
が
強
ま
る
傾
向
が
み
ら

れ
る
追
分
尺
八
界
の
現
状
を
憂
慮
さ
れ
る
と

発
言
を
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

（
学
芸
部
門
理
事　

館　

和
夫
）

　

江
差
追
分
の
祖
師
佐
之
市
の
名
前
に
つ

い
て
、
こ
の
ほ
ど
新
説
が
現
れ
た
。

　

宮
城
教
育
大
学
名
誉
教
授
の
田
中
農
夫

男
氏
が
、
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、
佐
之
市

の
名
を
東
本
願
寺
江
差
別
院
所
蔵
過
去
帖

の
元
治
元
年
四
月
の
項
に
あ
る
「
寿
の
市
」

に
由
来
す
る
と
推
測
す
る
点
で
は
従
来
の

説
と
変
り
は
な
い
が
、
読
み
方
に
つ
い
て

は
、「
す
の
い
ち
」
で
は
な
く
「
ひ
さ
の
い

ち
」
と
読
む
べ
き
で
、
東
北
地
方
の
な
ま

り
の
特
性
か
ら
摩
擦
音
で
聞
こ
え
に
く
い

「
ひ
さ
の
い
ち
」
の
「
ひ
」
の
音
が
、
消
失

す
る
と
共
に
、「
さ
」
の
音
に
ア
ク
セ
ン
ト

が
置
か
れ
て
「
佐
之
市
」
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
と
い
う
。

　

田
中
氏
は
、
一
見
、
追
分
と
は
無
関
係

に
見
え
る
障
害
者
教
育
の
専
門
家
で
あ
る

が
、
盲
目
の
佐
之
市
が
、
こ
れ
ほ
ど
後
世

に
功
績
を
残
し
た
点
に
着
目
し
て
長
い
間

取
材
を
続
け
、
今
年
の
三
月
に
出
版
し
た

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
か
ら
よ
む
障
害
者
の
心

理
と
支
援
」（
田
中
・
木
村
共
編
・
福
村
出
版
・

定
価
二
千
八
百
円
）
と
い
う
本
に
、
長
文

の
脚
注
の
か
た
ち
で
江
差
追
分
、
当
道
座
、

音
韻
の
転
化
な
ど
に
つ
い
て
論
及
し
て
お

ら
れ
る
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
御

覧
下
さ
い
。
な
お
、
江
差
追
分
会
館
内
の

追
分
文
庫
に
は
同
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
本

が
備
え
て
あ
り
ま
す
。（
学
芸
部
門
理
事 

館 

和
夫
）

佐
之
市
の
名
前
に
新
説
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一
九
八
九
年
に
海
外
支
部
の
先
駆
け
と

し
て
設
立
。
こ
の
二
十
年
間
石
川
諭
支
部

長
を
先
頭
に
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
江

差
追
分
の
普
及
・
伝
承
に
貢
献
。
記
念
行
事

は
、
八
月
二
十
三
日
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
宮

城
県
人
会
館
に
て
約
三
百
人
の
お
客
様
を

向
か
え
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ

の
行
事
と
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
江
差
町
で

の
追
分
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
の
か
か
っ

た
こ
の
大
会
で
は
、
若
手
の
エ
ー
ス
と
し

て
江
田
グ
ス
タ
ー
ヴ
ォ
さ
ん
（
二
十
三
歳
）

が
見
事
に
優
勝
。
全
国
大
会
の
舞
台
で
は
、

見
事
な
追
分
を
披
露
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
支
部
設
立
二
十
周
年

記
念
大
会
盛
大
に
終
わ
る

地
区
・
支
部
コ
ー
ナ
ー



ま
す
。

ト
ー
ラ
サ
ン
ペ
（
マ
リ
モ
の
唄
）

　

わ
た
し
ゃ
マ
リ
モ
の
ユ
ン
タ
ラ
ヤ　

芽
を

　

ふ
く
パ
イ
カ
ル
（
春
）　

森
の
ト
ウ
（
湖
）

　

チ
カ
ッ
ポ
（
小
鳥
）
の
声
に
誘
わ
れ
て
、

　

マ
リ
モ
に
唄
う
、
レ
ラ
シ
ン
ネ
［
風
の
よ

　

う
に
＝
ピ
リ
カ
メ
ノ
コ
（
美
女　

外
見
だ

　

け
で
な
く
内
面
的
に
も
）を
思
う
気
持
ち
］

　　

こ
こ
は
最
果
て
北
の
ア
ト
ゥ
ィ
（
海
）、

舞
い
散
る
ウ
パ
シ
（
雪
）
に
囲
ま
れ
て
、
エ

ト
ピ
リ
カ
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
岸
に
住
む
嘴
の

赤
い｢

幻
の
鳥
」
と
い
わ
れ
る
）
の
声
も
消

え
て
ゆ
く　

マ
リ
モ
は
唄
う　

レ
ラ
コ
ラ
チ

（
風
の
よ
う
に
＝
ピ
リ
カ
メ
ノ
コ
を
思
う
気

持
ち
）

　

空
を
眺
む
る
・
・
・
チ
ヌ
カ
ラ
ク
ル
（
北

斗
七
星
＝
我
ら
人
間
の
見
る
神
）

生
徒
た
ち
の
感
想

　
　
　
　
　
　
　

三
ー
一　

堀　
　

朝
香

　

生
で
の
演
奏
を
聴
く
の
は
初
め
て
で
し
た

が
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
あ
い
だ
テ
レ
ビ
で
小
さ

い
子
が
追
分
を
唄
っ
て
い
る
の
を
見
た
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
、
小
さ
い
子
よ
り
か
、
や
は

り
、
深
み
の
あ
る
声
で
、
お
腹
か
ら
出
し
て

い
る
し
息
継
ぎ
ま
で
が
と
て
も
長
く
て
す
ご

か
っ
た
で
す
。
尺
八
や
三
味
線
を
弾
く
の
は

と
て
も
難
し
そ
う
で
し
た
。
ま
た
機
会
が

あ
っ
た
ら
、
聴
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

三
ー
一　

佐
々
木　

詢

　

江
差
追
分
の
楽
譜
は
、
普
通
の
楽
器
の
楽

譜
と
違
っ
て
、
唄
い
方
を
表
し
て
い
た
の
に

び
っ
く
り
し
た
。
尺
八
の
吹
き
方
を
聴
い
て
、

演
奏
す
る
の
は
難
し
い
ん
だ
な
と
思
っ
た
。

い
つ
も
の
音
楽
よ
り
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
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例
年
の
と
お
り
、
旭
川
忠
和
中
学
校
で

三
年
生
を
対
象
に
九
月
二
十
八
日
、
音
楽

室
に
て
三
時
間
目
、
二
十
五
名
、
四
時
間
目
、

二
十
五
名
の
合
計
五
十
名
の
生
徒
さ
ん
に

対
し
て
、
江
差
追
分
の
歴
史
と
追
分
の
唄

の
指
導
体
験
を
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
尺
八
、

三
味
線
、
太
鼓
等
の
説
明
を
し
て
、
最
後

に
追
分
踊
り
を
添
え
て
、
私
が
江
差
追
分

を
前
唄
か
ら
後
唄
ま
で
一
本
通
し
て
披
露

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
送
り
囃
子
に
ト
ー
ラ
サ
ン
ペ
（
ま

り
も
の
唄　

作
詞　

佐
々
木
洋
子　

別
記
）

を
生
徒
さ
ん
と
も
合
唱
し
ま
し
た
。
旭
川

に
は
、
近ち

か
ぶ
み文

ア
イ
ヌ
記
念
館
が
あ
り
、
ア

イ
ヌ
民
族
と
の
繋
が
り
も
深
く
、
私
も
研

究
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の
詩
を
思
い
つ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
着
て
い
る
民
族

衣
装
は
、
故
杉
村
京
子
氏
が
、
古
代
文
様

を
復
元
し
作
成
し
て
、
私
に
寄
贈
し
て
く

れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
経
過
等
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
校
長
先
生
、
教
頭
先
生
に
は
、

授
業
を
拝
見
し
て
下
さ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
感
想
文
も
寄
せ
ら
れ
、
感
動

し
て
お
り
ま
す
。
後
半
は
一
月
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

江
差
追
分
の
鑑
賞
と
歴
史
的
背
景

江
差
追
分
会
旭
川
支
部
長　

佐
々
木
洋
子

関
西
地
区
運
営
協
議
会

　

今
年
四
月
に
高
知
新
聞
に
掲
載
。
本
人

は
、
今
年
の
全
国
大
会
で
憧
れ
の
初
舞
台

を
経
験
。
感
動
す
る
！

目
指
す
は
、ア
マ
チ
ュ
ア
日
本
一

地
区
・
支
部
コ
ー
ナ
ー



　

各
地
区
運
営
協
議
会
・
支
部
か
ら
の
お
便
り

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

全
国
的
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が

拡
大
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
う
が
い
、
手

洗
い
で
の
励
行
で
予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
【
編
集
】　

岩
淵
啓
介
・
松
村　

隆

　
　
　
　
　
　
　

館　

和
夫
・
高
田　

裕

　
　
　
【
企
画
】　

江
差
追
分
会
事
務
局

 

・
日
程　

二
月
二
十
一
日
㈰

　
　
　
　

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
三
時

※
師
匠
会
総
会
後
に
開
催
し
ま
す

 

・
会
場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し

三
、
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

今
年
度
も
十
一
月
と
二
月
に
次
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。

　

十
一
月
の
セ
ミ
ナ
ー
は
二
回
目
を
迎
え
、
二

月
の
セ
ミ
ナ
ー
は
二
十
五
期
と
い
う
節
目
を
迎

え
ま
す
。

【
十
一
月
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー
】

　

十
一
月　

五
日
㈭
～　

七
日
㈯　

　

十
一
月
十
二
日
㈭
～
十
四
日
㈯　
　

　

十
一
月
十
九
日
㈭
～
二
十
日
㈯　

【
二
月
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー
】

　

二
月　
　

四
日
㈭
～　
　

六
日
㈯

　

二
月　

十
一
日
㈭
～　

十
三
日
㈯　

　

二
月　

十
八
日
㈭
～　

二
十
日
㈯

　

二
月
二
十
五
日
㈭
～
二
十
七
日
㈯

　
　
　

い
づ
れ
も
時
間
は
九
時
～
十
七
時
ま
で

※
受
講
料
は
お
一
人
様
三
日
間
コ
ー
ス
一
万
五

千
円
と
な
り
ま
す
が
、
二
週
以
上
受
講
さ
れ
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
週
目
以
降
受
講
料
は

一
万
円
と
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

四
、
資
格
認
定
審
査
会
の
開
催

　

今
年
度
の
資
格
認
定
審
査
会
に
つ
い
て
は
、

十
二
月
に
地
区
運
営
協
議
会
を
通
じ
て
周
知
し

ま
す
の
で
、
申
請
は
地
区
運
営
協
議
会
を
経
由

し
て
三
月
一
日
ま
で
に
申
請
下
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
等
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

承
者
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
江
差
追
分
の
指

導
者
及
び
尺
八
伴
奏
者
と
し
て
、
江
差
追
分
の

普
及
発
展
に
貢
献
。

海
藤　
　

司
（
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
指
導

者
及
び
尺
八
伴
奏
者
と
し
て
、
江
差
追
分
の
普

及
発
展
に
貢
献
。

安
田
祐
規
柄
（
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
支
部
発
足
以
来
、
日
本
の
心
の
伝

承
者
と
し
て
、
永
年
に
わ
た
り
修
練
に
励
ま
れ
、

江
差
追
分
の
普
及
発
展
に
貢
献
。

【
支
部
奨
励
賞
】

滝
川
支
部
（
滝
川
市
）

　

支
部
発
足
以
来
、
毎
年
全
国
大
会
で
上
位
入

賞
を
果
た
す
と
と
も
に
、
学
校
部
門
へ
の
追
分

導
入
と
い
う
地
域
活
動
を
通
じ
て
、
江
差
追
分

の
普
及
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

室
蘭
白
鳥
会
支
部
（
室
蘭
市
）

　

支
部
発
足
以
来
、
五
十
余
名
の
会
員
数
を
保

持
す
る
と
と
も
に
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
の
各

種
地
域
活
動
を
通
じ
て
、
江
差
追
分
の
普
及
発

展
に
大
き
く
貢
献
。

珠
洲
支
部
（
石
川
県
珠
洲
市
）

　

支
部
発
足
以
来
、
永
年
に
わ
た
り
江
差
追
分

の
支
部
と
し
て
、
優
秀
な
人
材
育
成
を
は
じ
め
、

支
部
活
動
を
通
じ
て
、
江
差
追
分
の
普
及
伝
承

に
貢
献
。

二
、
冬
季
師
匠
会
研
修
会
の
開
催

　

今
年
度
も
会
員
の
唄
及
び
伴
奏
の
技
術
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
二
回
目
の
師
匠
会

研
修
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

一
、
江
差
追
分
全
国
大
会
表
彰
受
賞
者

　

こ
の
度
、
第
四
十
七
回
江
差
追
分
全
国
大
会

に
お
い
て
、
次
の
方
々
及
び
支
部
が
各
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
功
労
表
彰
】

故 

根
本　

安
雄
（
関
東
地
区  
東
京
葛
飾
支
部
）

　

永
年
、
関
東
地
区
運
営
協
議
会
の
要
職
で
あ

る
事
務
局
長
及
び
江
差
追
分
全
国
大
会
の
司
会

者
と
し
て
、
江
差
追
分
の
事
業
運
営
及
び
発
展

に
多
大
な
貢
献
。

故 

濱
塚　

良
幸
（
江
差
地
区  

追
分
塾
支
部
）

　

第
二
十
回
江
差
追
分
全
国
大
会
で
優
勝
以

来
、
自
身
の
唄
の
研
鑽
に
精
進
す
る
と
と
も
に
、

尺
八
の
指
導
者
と
し
て
も
、
後
継
者
育
成
に
努

め
ら
れ
、
江
差
追
分
の
普
及
発
展
に
多
大
な
貢

献
。

山
本
ナ
ツ
子
（
道
北
地
区  

砂
川
支
部
）

　

第
八
回
江
差
追
分
全
国
大
会
に
お
い
て
女
性

初
の
日
本
一
に
輝
い
て
以
来
、
自
身
の
唄
の
研

鑽
に
精
進
す
る
と
と
も
に
、
指
導
者
及
び
理
事

と
し
て
後
継
者
育
成
に
努
め
ら
れ
、
江
差
追
分

の
普
及
発
展
に
多
大
な
貢
献
。

河
村　

洋
章
（
札
樽
地
区  

札
幌
山
鼻
地
区
）

　

昭
和
五
十
二
年
に
江
差
追
分
会
に
入
会
以

来
、
尺
八
伴
奏
者
及
び
指
導
者
と
し
て
江
差
追

分
の
普
及
発
展
に
多
大
な
貢
献
。

【
感
謝
状
】

松
田　
　

茂
（
ブ
ラ
ジ
ル
支
部
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
支
部
発
足
以
来
、
日
本
の
心
の
伝

 

・
日　
　

程　

三
月
二
十
一
日
㈰  

午
前
九
時
〜

 

・
会　
　

場　

江
差
追
分
会
館

 

・
認
定
区
分　

師
匠
・
準
師
匠
・
講
師
・
準
講
師

五
、
地
方
格
付
審
査
会

　
　

今
年
は
、
旭
川
市
で
開
催

　

今
年
の
審
査
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
受
審
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

記　

一
、
と　

き　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
六
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
九
時
よ
り

二
、
と
こ
ろ　

旭
川
市
神
楽
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旭
川
市
神
楽
三
条
六
丁
目
一
ー
十
二
）

三
、
申
し
込
み　

追
分
会
事
務
局
若
し
く
は
、
所

　
　
　
　
　
　

属
地
区
の
運
営
協
議
会
に
お
申

　
　
　
　
　
　

し
込
み
願
い
ま
す
。

六
、
過
去
の
全
国
大
会
の
写
真
を
募
集

　

江
差
追
分
会
事
務
局
で
は
過
去
の
全
国
大
会

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
寄
贈
い
た
だ
け
る
方
は
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

事
務
局
よ
り
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ


